
福島県教育委員会

日時：令和２年11月25日（水）

13:00 ～ 14:30

場所：白河実業高等学校

第４回県立高等学校改革懇談会

（白河実業・塙工業・修明）
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本日の内容

Ⅰ これまでの懇談会でいただいた御意見と
県教育委員会の見解

Ⅱ 再編整備校の魅力化について

Ⅲ 今後のスケジュール
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急激な少子化
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中学校卒業見込み者数（福島県全体）

2017年度～2028年度まで

約5,300人減少（△ 28.9%）

2017年3月 18,482人

2028年3月 13,144人
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中学校卒業見込み者数（県南地区）

2017年3月 1,465人

2028年3月 1,064人

2017年度～2028年度まで

約400人減少（△ 27.4%）

•中学校卒業見込者は、2017年から2028年まで

県全体で約5,300人減少
•県南地区で401人減少

震災、原子力災害の影響で学校数は維持した

まま学級数を減じてきた結果、

1学年3学級以下37.1％(全国20.7％)

2学級規模23.5％(全国7.5％)となった。

・これまでのような学級減だけの対応

では、限界を迎えている。
・現在は高等学校教育の大きな転換期でも

あり、教育の質を維持・向上していくため

には高等学校改革は避けて通れない。

少子化
の進行

改革が

必要

学級減

の結果



修明高校
〇４学級規模
（文理１、農業２、商業１）
・文理科（40名）
・生産流通科（40名）
・食品科学科（40名）
・情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科（40名）
所在地：東白川郡棚倉町

○ 県南地域の工業教育の拠点校

白河実業高校・塙工業高校統合校
６学級規模[工業５・商業１]
場所：白河実業高校

○ 県南地域の農業教育の拠点校
○ 東白川郡の唯一の高校

修明高校 (農業科＋１) 
５学級規模[文理１・農業３・商業１]
場所：修明高校

白河実業高校

○６学級規模（農１、工４、商１）
・農業科（40名）
・機械科（80名)・電気科（40名）
・電子科（40名）
・情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科（40名）
所在地：白河市

塙工業高校

〇２学級規模(工２)
・機械科（40名）
・電子科（40名）
所在地：東白川郡塙町

集

約

統

合
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2023年(令和５年)再編整備予定

白河実業・塙工業・修明 統合再編成計画



統合前年度
Ｒ４年度

・統合２年目（令和６年度）まで、２つの校舎を使用。
・生徒は、入学したそれぞれの校舎で卒業まで学ぶ。

統合１年目
Ｒ５年度

統合２年目
Ｒ６年度

統
合
校
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校舎方式のイメージ

統合１ ２ ３

統合１ ２ ３

２ ３

３

白河実業高校

１年 ２年 ３年

塙工業高校

１年 ２年 ３年

校舎方式＝統合前に入学していたそれぞれの高校の校舎で卒業まで学ぶ方式

本校舎 塙校舎

通学費の支援を実施予定：塙町などから統合校へ通学する費用の一部助成を検討中



Ⅰ これまでの懇談会でいただいた
御意見と県教育委員会の見解
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これまでの懇談会でいただいた御意見

◆白河実業・塙工業の統合に関する御意見

① 東白川郡の企業に就職する高校生がいなくなってしまうのではないか

② 建築科の就職状況等についての情報がほしい

◆農業科を修明高校へ集約することについての御意見

③ なぜ農業科を集約するのか
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① 東白川郡の企業に就職する高校生がいなくなってしまうのではないか
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●東白川郡の企業が進路指導室
を訪問することが増えた

（統合発表後から増加）

●東白川郡の企業の求人票の
数が増加 R２年度４４社

求人票や資料を目にした生徒が東白川郡
の企業に興味を持つようになってきた。

●東白川郡・石川郡の企業を受験
する生徒が増加

今年度は14名の3年生が受験を希望した。
（以前は数名程度だった）

●「地元企業説明会」に参加
校外の説明会で東白川地区の企業に興味
を持ち、その企業を受験する生徒もいる。

※ 企業説明会の開催が難しい場合であっても
リモートでの説明会が可能な環境は
整っている。（モニター設置）

●企業の紹介動画を視聴
総合的な学習の時間に動画を視聴し、
企業の業務内容や自分の適性について
考える機会を設けている。

白河実業の現状 企業を知る機会



「統合してしまうと東白川郡の企業に就職する
高校生がいなくなり、企業が撤退してしまう。
その結果、町が衰退するのではないか。」

「インターンシップ」＋「企業を知る機会」

企業見学
（1年生）

校内企業
説明会
（2年生）

企業見学で企業を知る
インターンシップ（産業現場実習）の前に県南地域の企業を見学し企業に
ついて知る。仕事の内容だけでなく職業観や勤労観を学ぶ。

校外の「地元企業説明会」に参加する
県南地域の企業が参加する校外の説明会に、生徒の参加を促し、企業や業
種についての知識を増やす。

校内での企業説明会で志望企業を検討する
校内の企業説明会に県南地域の企業に参加していただく。
企業についての知識を深め受験する企業を検討する。
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生徒が企業を知る機会の確保 これまでと同様に2年生で実施

① 東白川郡の企業に就職する高校生がいなくなってしまうのではないか
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会津若松

いわき

郡山

福島

須賀川

白河

高卒求人状況（「建設・採掘」の職業）

企業数 求人数

② 建築科に関する就職状況の情報がほしい

他地区 企業数 求人数

福島公共職業安定所 ４７社 ９９人

郡山公共職業安定所 ６４社 １７２人

いわき公共職業安定所 ４０社 ８５人

会津若松公共職業安定所 ２５社 ４７人
ハローワークインターネットサービスより【令和2年9月現在】

県中・県南地区 企業数 求人数

白河公共職業安定所 ２８社 ６８人

須賀川公共職業安定所 ２７社 ５５人

「建設・採掘」の高卒求人状況

建築工事業
土木工事業

建築工事業
のみ

土木工事業
のみ

合計

白河市 ２５ ３２ ４１ ９８

西白河郡 １６ ２９ ５４ ９９

東白川郡 １３ ４９ ３６ ９８

合計 ５４ １１０ １３１ ２９５

建設業許可業者数（建築工事業・土木工事業）

福島県建設業許可業者名簿より【令和2年９月現在】
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② 建築科の就職状況についての情報がほしい
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福島工業高校　建築科 郡山北工業高校　建築科 勿来工業高校　建築科 会津工業高校　建築デザイン科

３９名中　就職２０名　進学１９名 ３８名中　就職２５名　進学１３名 ３５名中　就職２３名　進学１２名

家事手伝い１名

４０名中　就職２１名　進学１８名

建築

12人

57%

製造

5人

24%

その他

4人19%

会津工業 就職

建築

11人

61%

その他

7人

39%

会津工業 進学

建築

18人

90%

製造

2人 10%

福島工業 就職

建築

16人

84%

その他

3人 16%

福島工業 進学

建築

12人

52%

製造

7人31%

その他

4人17%

勿来工業 就職

建築

9人

75%

その他

3人25%

勿来工業 進学

建築

20人

80%

その他

5人20%

郡山北工 就職

建築

12人

92%

その他

1人8%

郡山北工 進学

令和元年度卒業生の進路状況



③ なぜ農業科を集約するのか

製造 サービ
ス

総合職

24 3 1

就職 進学 合計

28 7 35

製造 サービス

22 1

就職 進学 合計

23 7 30

製造

86%

サービス

11%

総合職

3%

製造

96%

サービス

4%

修明高校 （令和元年度農業科卒業生）

生産流通科

食品科学科
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進学 64名
農業関係27人42％

大規模校の農業科の進路状況

・福島さくら農業協同組合
・(株)南ヶ丘牧場
・グラントマト(株) など

製造

76人

51%
技能

34人

23%

ｻｰﾋﾞｽ20人

14%

事務8人5％

自衛隊6人4% 総合職4人3%

就職 148人 進学 64人

農業・食品関係

32人22％
農業・食品関係

27人42％

・福島大学食農学類２名
・福島県農業短期大学校

14名 など

岩瀬農業高校（令和元年度農業科卒業生）

農業・食品関係
就職８人（16％） 進学２人（14％）



農業科のある学校の再編整備

県北
福島明成 ５学科

６クラス

県中
岩瀬農業 ６学科

６クラス

県南

白河実業 １学科
１クラス

修明 ２学科
２クラス

会津

耶麻農業 １学科
１クラス

会津農林 ３学科
３クラス

いわ
き

磐城農業 ４学科
４クラス

相双
相馬農業 学科

３クラス

湯川村
会津坂下町

西会津町

喜多方市

金山町

只見町

檜枝岐村

三島町

柳津町

昭和村

南会津町

北塩原村

磐梯町

猪苗代町

会津美里町

会津若松市

下郷町

福島市

桑折町

国見町

伊達市

川俣町

飯舘村

相馬市

新地町

南相馬市

二本松市

本宮市

大玉村

三春町
郡山市

田村市

天栄村

西郷村

白河市

須賀川市

鏡石町

矢吹村

泉崎村
中島

棚倉町

塙町

矢祭町

鮫川村

浅川町

石川町

古殿町

平田村玉川村

小野町

浪江町葛尾村

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

川内村

広野町

いわき市

福島明成高校

相馬農業高校

磐城農業高校

岩瀬農業高校

白河実業高校
農業科
修明高校へ集約

耶麻農業高校
会津農林高校 統合

R2農業科がある高校と農業学科規模
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白河実業高校の農業科を集約するメリット

農業生産に係る各分野を網羅・深化

農業生産や農業経営 食品製造や食品流通 資源活用や地域振興

生産流通科 食品科学科 新学科

農業科の生徒が増加

農業の教員数が
一定数確保

新たな学びに合わせ
た施設・設備の整備

高度な技術に
対応できる。

専門性が高く時代に合った学びが可能

教員 設備
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再編整備の教育的効果

再編整備後の修明高校

生産 加工 販売 ６次産業化
を学ぶじ

ﾊﾞｲｵ
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

林産物
利用

ﾏｰｹ
ﾃｨﾝｸﾞ



Ⅱ 再編整備校の魅力化について
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ＳＤＧｓを3年間通して学びます！工業科の学科横断的な学びを実施します！

SDGsとは、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標」

1学年 「知識」を得る 2学年 「課題」を発見する 3学年 「課題解決」に取り組む

「SDGsとは何か」を知る
・外部講師によるワークショップや
講演会

身近な実践例を知る
・SDGsを実践している企業を見学や、
企業の方を招聘しての講演会

実践例を見る・体験する
・インターンシップで地元企業におけ
るSDGsの取り組みを実際に見て体験
する。

身近な課題として捉える
・インターンシップのレポートを作成
し、課題を発見する。

・自分たちの力で何ができるのかを
考え、「課題研究」のテーマの設定
に繋げる。

課題の解決を目指す
・「課題研究」の授業でテーマ毎
に班編制をし課題解決に取り組む。

学科横断的な学び

白河実業高校・塙工業高校の統合校の魅力

ＳＤＧｓ×ものづくり

設
計

も
の
づ
く
り

検
証

完
成

発
表

課題研究

SDGs
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農業科を集約した再編整備校としての修明高校の魅力

これまでの取組を発展させて学科横断型の学びを実践します

他の学科の科目を
選択できます

総合選択制

協力して販売を
行います

販売実習

同じテーマで探究
活動を行います

課題研究

自分の専門分野と他分野を
繋げる力を育てる

連携 商 情報ビジネス科
農 新学科

生産流通科 食品科学科

修明笑店から協調性と実践
力を学ぶ（道の駅はなわ・

みりょく満点物語（JA直売所）など）

共通テーマで課題の解決を
目指し広い視野での創造力
を育成する



Ⅲ 今後のスケジュール
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今後のスケジュール
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2023年度

（令和５年度）

4

統合校

開校式

入学式

修明高校

新学科生徒

入学

2020年度

（令和２年度）

　教育内容の検討

　施設・設備の更新を

　検討

2021年度

（令和３年度）

統合校の校名の検討・決定

2022年度

（令和４年度）

統合校の制服の検討・決定

統合校の校章の検討・決定

統合校の校歌の検討・決定

ポスターパンフレットの配布

中学校への

高校説明会

（中学3年生対象）

再編整備時

高校1年生

統
合
校
・
修
明
高
校

体
験
入
学

中学2年生

保護者

中学教員

対象

統合再編整備時

高校1年生

説明会

中学校への

高校説明会

（中学3年生対象）

再編整備時

高校2年生


